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IT支援による課題探求能力育成

のための学生実験e ラーニング

教育システム

大学院生産科学研究科　藤本孝文

第３回　e-ラーニング研究会

H19. ８. ７

経緯　　　　　　　　　　　　

Ｈ17年度大学高度化推進経費（学長裁量経費）

　　　「IT支援による課題探求能力育成のための

　　　　学生実験eラーニング教育システムの構築」

　　　　　　　　　　　　 電気電子工学科　阿部貴志准教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 発展・拡大

Ｈ18年度大学高度化推進経費（学長裁量経費）

　　 「IT支援による課題探求能力育成のための

　　　　学生実験eラーニング教育システムの拡充」
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学生実験での問題点＆疑問点（1/2）
学生に対して
この学生は本当に理解したのだろうか？

　　または、この学生には物足りなかったかなぁ?
　　　　　　 学生のレベルに合った実験指導・資料を提供

もっと自分で考えてやってほしい!
　　　　　　 自主学習の場の提供

もっと自分たちで考えてやってほしい!
　　　　　　 グループディスカッションの場の提供

　

?
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実験データ処理について
作業効率が悪い!

　　　　　　 ディスカッション・文献調査・考察の時間の確保

教官にとって
この実験レポートは本当に本人が書いたのかなぁ？

　　　　　 正しい（正確な）評価

限られた時間での指導

　　　　　　 効率的な指導

　　　　　　

学生実験での問題点＆疑問点（2/2）
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IT支援による課題探求能力育成のための
学生実験eラーニング教育システム

　 １．IT支援による実験システム
実験データの効率的な処理・活用を実現

　 ２．eラーニングコンテンツを利用した教育システム
効率的かつ融通性を持った自主学習、および課題探
求能力育成システム
教官の効率的な指導

　　　 3. 実験室へのＬＡＮ環境整備
目的

　　 学生実験教育におけるeラーニングの推進を図り、
　　 コンピューターに支援された新しい学生実験教育
　　 システムを構築し、大きな教育効果を上げる

プログラムの概要　　　　　　　　　　
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H17年度　「IT支援による…の構築」

1. IT支援による実験システム

PCｰ実験装置間のデータ通信 （ディジタルオシロスコープ）

ファイルサーバーを用いた実験データーの共有

　　　　（Yahoo！ ブリーフケース）　　　　　　　　　　　　（問題点）
　

2. eラーニングコンテンツを利用した教育システム

実験用HP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （問題点）
　

メーリングリスト（教官、ＴＡ、学生）

3. 実験室の無線LAN環境の整備

　　　

プロジェクト実験・電気コース
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H18年度　「ＩＴ支援による…拡充」　
1. IT支援による実験システム

PCｰ実験装置間データ通信　（ネットワークアナライザー）
　　

2. eラーニングコンテンツを利用した教育システム
実験用HP
E-mailの利用（質問、実験レポートの提出・返却）

eラーニング用ソフトウェアの導入（本年度重点課題）　
　　　

3. 実験室の無線LAN環境の整備
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プログラム対象科目

プロジェクト実験
3年生後期・専門科目・共通必修2単位

課題探求とプレゼンテーションに重きをおいた

　 電気・電子・通信分野の実験科目

H17年度：プロジェクト実験・電気コースに適用

H18年度：プロジェクト実験・通信コースに適用

プロジェクト実験・通信コース
２つのテーマを実験

1つはwordによる報告書提出

1つはpowerpointによるプレゼンテーション
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•データ処理の効率化
•実験後即時考察 GPIB-USB

変換ケーブル

Visual Basic 6.0
による制御

ＩＴ支援による実験システム
PC-実験装置間でデータ通信

アンテナ入力インピーダンス測定
Visual Basic 6.0による

　 制御プログラムを作成
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実験用ＨＰ＆Ｅ-mail
Home Page

連絡事項　（掲示板は未使用）

テキスト(docファイル or pdfファイル）

資料（pdfファイル）

実験に関する諸注意

実験日程、発表日程

アンケート

プレゼンテーションの成績

合否状況

E-mail
質問

レポート提出および返却
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eラーニング用ソフトウェア

e-Learning in a Box ver. 5.0.0
　 　 製作：KnowledgeXtensions, Inc. New York, USA 

　　

　　 http://knowledgeXtensions.com
販売： (株)SGY 　http://www/sgy-inc.co.jp

サーバーの構築

ソフトウェアのインストール

　　　　製作・編集＆ＬＭＳ

　　　　（学習管理システム）の

　　　 eラーニング環境を構築

教官がやるべきこと
コンテンツの作成

　（Wordで作成）
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受講者として何ができる？（1/2）
予習 & 復習　 （自主学習）

理解度チェック (章末問題・認証試験)
レポート＆発表会の資料として活用(参考図書･参考資料)
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受講者として何ができる？（2/2）

章末問題画面
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管理者として何ができる？(1/2)
各学生の学習時間

学習進捗状況

参考資料の提供

　（読んだかどうか

　　チェックが可能）

学習進捗状況画面
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管理者として何ができる？(2/2)

コース別学習時間画面

受講者別学習時間画面
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eラーニングソフトウェア使用時間
と理解度との関係(1/2)

評価方法
実験の計画・遂行（30点、藤本）

報告書（30点、藤本）

プレゼンテーション　（40点、教官8名、ＴＡ8名、学生23名）

話し方・態度（含、声の大きさ）（10点）

明確さ（話の分かりやすさ） （10点）

図表ツールの使い方（10点）

理解度（質疑応答） （10点）
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eラーニングソフトウェア使用

時間と理解度の関係は？

成績上位が学習時間が少ない傾向

苦手な学生：良い自主学習の場

（落ちこぼれ防止)
得意な学生には物足りない？

　　ボリューム増加・

レベルアップしたコースを提供

（浮きこぼれ防止）

資料の量・レベルがチェック可

eラーニングソフトウェア使用時間
と理解度との関係(2/2)

0

25

50

75

100

125

150

175

200

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

1 5 10 15 20
0

50

100

150

200

成績順位

学
習

時
間

（
単

位
：
時

間
）

30.95発表外テーマ

50.75発表テーマ

テーマ別発表時間（単位：時間）

17

アンケート結果(1/4)

量はどうでしたか？内容のレベルはどうでしたか？

実験内容理解に役に立ちましたか予習・復習に利用しまいたか？

難しい
(25%)

ちょうど良い
(67%)

簡
単

 (8%)

非常に難しい (0%)

非常簡単 (0%)

eラーニングソフトウェアについて

全く役に
立たなかった (0%)

非常に
役立った (17%)

役立った
(83%)

あまり役に
立たなかった (0%)

役に立った (83%)

ちょうど良い
(83%)

少なかった (8%)

非常に少なかった (8%)

非常に多い (0%)

多い (0%)

良く利用した
 (17%)

利用した
(67%)

あまり利用
しなかった
(17%)
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アンケート結果(2/4)

プレゼンテーション作成に利用しましたか連絡はＨＰだけでよかったですか？

連絡欄はどの程度チェックしましたか？どこで閲覧しましたか？

自宅
(36%)大学

(64%)

その他 (0%)

週に2回以上
(50%)2週間に

1回程度
(42%)

月に１回程度 (8%)

その他 (0%)

HPについて

良く利用した
(50%)

利用した
(50%)

あまり利用
しなかった (0%)

利用しなかった (0%)

HPだけでよい
(42%)

掲示板だけでよい (0%)

両方必要
(58%)
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アンケート結果(3/4)
E-mailについて

レポート返却（レポート内容の質問）はE-
mailまたは口頭のどちらが良いですか？

レポート提出はE-mailまたは紙のどちらが
良いですか？

E-mail (83%)

紙(17%)

E-mail
(50%)

口頭
(50%)
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その他の意見
Eラーニングの問題が、答えにチェックを入れるものがほ
とんどだったので、直接答えを解答欄に書き込む等、他
の解答方法も多く取り込んでほしい。

テキストがわかりにくかった。

もう少しＨＰを更新してほしい。

レポート提出はE-mailだと本当に送れたか不安のため
紙にしてほしい。

１班で１つのレポートであれば全くレポートをしない人がい
るので全員出したほうが良いと思う

アンケート結果(4/4)
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まとめ＆今後の課題

WebClassの利用の検討、ビデオの利用（実験の説明）

1. IT支援による実験システム
（学内に設置した）ファイルサーバーを利用したデータの共有

　　

2. eラーニングコンテンツを利用した教育システム
実験用HP　＆　E-mail

効果　　　　　　　連絡、資料配布および実験レポートの
　　　　　　　　　　　提出・返却効率化（時間に依存しない）

問題点＆課題　　　　　　更新、見易さ　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

eラーニング用ソフトウェア
資料をeラーニングソフトウェアコースに組み込むことに
より、量、レベルの適正度をチェックすることが可能
学生の採点評価
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